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〈事例報告〉
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日本語教育を行う多くの教育機関では、言語教育と並行して「日本文化・事情」の指導が行われている。
しかしながら、「文化」という概念の曖昧さ、さらに教師による日本化への誘導、そもそも「文化」は指導
すべきものなのかという根本的な問題が存在し、現場では試行錯誤の状態が続いている。本稿では、筆者ら
が行った授業の分析を通して、グローバル人材育成を目指した日本語教育における「日本文化・事情」指導
の役割について考察を行った。その過程でグローバル人材能力とは、激しく変化する現代社会の状況から解
決すべき問題を発見し、さらにそれを解決しようと努めることができる能力、自らと異なった価値観に出会っ
たとき、それをすぐ否定したりせず、新しい価値観が創造できる能力であると考え、その力を養うことこそ
が「文化・事情」指導の役割だと結論づけた。
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 はじめに

現在、国内外の多くの大学および日本語教育機関
では、グローバル人材育成を目指した教育の一環と
して、「日本文化・事情」科目が開設され、指導が
行われている。しかし、「文化」ということばの持
つ概念の捉え方も多様であり、何をどのように指導
すべきかという問題を抱えている教師は多い。
そもそも指導目標としているグローバル人材育成
であるが、一体どのような人的資源を指すのであろ
うか。この用語は政府からトップダウン式に通達さ
れたものであり、教育現場では充分議論されること
なく教育目標の指標として掲げられてきた。
そこで、本稿では、グローバル人材の持つべき能

力を明らかにしつつ、筆者らが行った授業の分析を

通して、グローバル人材育成を目指した日本語教育
における「日本文化・事情」指導の役割について考
察する。

１．グローバル人材の定義とその育成

世界経済協力機構（以下 OECDという）に参加
している国々の教育界を中心に多くの教育機関がグ
ローバル人材育成を目指した教育に取り組んでい
る。国内でも政府主導のグローバル人材育成政策と
して、2012 年に文部科学省の「グローバル人材育
成推進事業」1が始められた。
「グローバル人材」の規定をめぐって、文部科学

省は次のように定義している。「世界的な競争と共
生が進む現代社会において、日本人としてのアイデ
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ンティティを持ちながら、広い視野に立って培われ
る教養と専門性、異なる言語、文化、価値を乗り越
えて関係を構築するためのコミュニケーション能力
と協調性、新しい価値を創造する能力、次世代ま
でも視野に入れた社会貢献の意識などを持った人
間」（産学連携によるグローバル人材育成推進会議、
2011 年 4 月）
この報告では、さらにグローバル人材育成への取
り組みとして、英語・コミュニケーション能力等の
育成、異文化体験の機会の充実、高校生のアメリカ
留学促進等が挙げられている。この取り組みを見る
限り、英語のみをコミュニケーションの道具である
国際共通語と捉えており、さらに言えば、グローバ
ル人材なら英語が話せなければいけないといった英
米文化への偏重傾向、固定観念も伺える。

一方、當作（2014）は、グローバル化は情報、技
術において世界に「急速な変化」、「多様化」、「複雑化」
をもたらし、社会はより不確実な先読みのできない
ものになっている。それに対応できる人間こそがグ
ローバル人材であると述べている。さらに、グロー
バル人材能力育成のために OECDのキー・コンピ
テンシー、アメリカの 21 世紀型スキルを参照しな
がら、高度の思考力、問題解決能力、文化的コード
スイッチング能力 2の育成向上などを提言している。

上記の文部科学省（2011）、當作（2014）の提言
を受け、筆者らは、グローバル人材に必要な能力を
以下の①、②のように考え、「日本文化・事情」指
導の指標とした。

① 急速に変化する状況から解決すべき問題を発見
し、さらにそれを解決しようと努めることがで
きる。

② 自らと異なった価値観に出会ったとき、それを
すぐ否定したり、受け入れたりせず、新しい価
値観が創造できる。

２．�グローバル人材育成と言語教育及び文
化指導

第 1 節で概観したように国内のグローバル人材育
成への取り組みとして英語教育の強化とアメリカを
中心とした英語圏への高校生留学が掲げられていた。
ここで危惧されるのは、このような特定の文化へ

の偏重といったキャリア教育 3の行き過ぎは、同化
主義に陥るという危険性をはらんでいるのではない
かという点である。グローバル人材を育成する上で
は、急速に変化する世界情勢から問題を発見できる
能力や多様な価値観を養うことが求められる。

川上（2002）は、「外国語教育における文化の罠」
として日本語教師が陥りやすい 3つの傾向を挙げて
いる。ア．言葉の背景にある情報が文化であると考
える（言葉を教えられるなら、文化も教えられる）。
イ．日本語指導を通じて日本人のように振る舞うこ
とを期待する。ウ . 想像の日本文化（学生に語るた
めの日本文化）を持つ傾向があることである。これ
らの点は、そもそも文化が指導可能なものなのかも
含めて、筆者らが文化・事情の授業で常に留意した
ことである。

以上を念頭に、2017 年 2︲6 月期（中級レベル）、
2017 年 4 月期（初級レベル）における日本文化・
事情の授業を立案し、実施した。

３．授業実践報告

本実践では、授業の立案、分析、考察を JSL 環
境と JFL 環境に分けて考えた。実際に日本社会に
接し日常的に刺激を受ける環境と、メディアや現場
での日本人教師を通して受信する文化・事情では、
指導方法も学生の反応も異なるのではないかと考え
たからである。JSL 環境における授業実践例として
は、中村が指導にあたった目白大学留学生別科（以
下 JALPという）の初級後半クラスを取り上げた。
JFL 環境の実践例としては、守内が指導を行った上
海の華東師範大学 2 年生を取り上げた。華東師範大
学の事例を取り上げた理由は、当該大学がグローバ
ル人材育成を目標とした日本語教育を行っているこ
と、また、本実践の受講学生の半数以上が秋学期よ
り約 1 年間日本の大学に留学することが決まってい
たことや、卒業後に日本の大学院への進学を希望し
たり、日系企業への就職を希望したりする学生も多
いことで日本文化・事情指導の必要性が高いことで
ある。

実際の授業では、第 1 節で明らかにしたようにグ
ローバル人材に必要な能力、問題発見能力、また、
新しい価値観の創造能力の育成を目指した。さらに、
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より具体的な指導目標として a.知らないことによっ
て日本社会で不利益を被る可能性があるサバイバル
文化・事情を身につけること、b. 日本文化を「素材」
として捉え、自文化、他文化を見る視点や枠組みを
養うことの 2 点に絞り、授業を立案し実践した。そ
のうえで、授業内容及び学生の評価の分析、考察を
行い、文化・事情指導の役割を探った。

1　国内における日本文化・事情教育の事例
ⅰ　学生

学生数：12 名
レベル：初級後半
国籍：ベトナム 1 名、中国 3 名、韓国 5 名、
　　　メキシコ 1 名、台湾 1 名、マカオ 1 名

ⅱ　シラバス決定まで
日本文化・事情科目は、中級以上は選択科目とな
るが、初級では必修であり、日本での生活指導も含
まれている。授業内容は担当講師に一任されている
が、元々サブ・カルチャーを含む日本文化への関心
が高いが故に留学を志した者が多いことから、学生
からは茶道、着物着付けなどの伝統文化を扱うこと
が期待されている。確かに学期開始時の希望調査で
も茶道、華道などの体験希望が多いのは事実だが、
ともすればただの「お楽しみ」で終わってしまう。
そこで、授業の目標として、自ら何かに気づくこと
の重要性をクラスで共有するように努めた。

以下は、授業概要である。（漢字にはルビ有り）
●クラスで勉強すること
１．日本での生活に必要なことを勉強する。
２． 日本の文化や生活について勉強し、自分の国、

友だちの国とくらべる。
３． 日本や自分の国の文化について調べて、気づい
たこと、わかったことを発表する。

●クラスの目標
１．日本の生活について勉強したことが使える。
２． 日本の文化と自分の文化、友だちの文化をくら
べることができる。

３． いろいろな文化のちがう点や同じ点について考
えて、新しい文化をつくることができる。

●学習項目　全 16 週
・地震のときどうする ?
・交通機関（バス、電車）、よい点、問題点

　自転車のマナー
・町を歩こう !　何が見える ?　発表　
・華道って何 ?　花をいけてみよう。
・経済の問題を考えよう。各国の物価調べ
　あなたの国では何にいちばんお金をつかう
・和菓子作り（ねりきり）　各国のお菓子　
・茶道って何 ?　煎茶マナー実習　わたしのお茶会
　わたしのお茶会ポスター発表　
・日本の音楽ってどんなもの ?　ワークショップ
・浴衣を着ましょう。・コースの振り返り
ⅲ　授業実施
⒜　導入

当日行う課題の提示。プリント配布またはパワー
ポイントで説明する。このとき、授業の目的を繰り
返し、徹底させるよう努めた。
⒝　活動と教師の関わり方
ピア活動を多くし、学生が主体的に動けるように

教師はできるだけ見守るように努めた。しかし、初
級レベルであり、語彙や表現に制限があることで、
学生らは「言いたいことはたくさんあるが、言えな
い」もどかしさに苦しんでいた。その場合は、語彙、
表現の指導を行ったが、どの学生も熱心にノートを
とるなどし、初級においては、サバイバル文化・事
情の習得、気づきと自分なりの価値観の創造の他に、
言語学習面でも有用であることがわかった。
⒞　振り返り

以下は華道の授業後に学生が自分の作品をスケッ
チし、気づいたことを記して提出したものである。
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自分の作品だけでなく、クラスメートの作品もよ
く鑑賞しており、生け花の芸術性にも言及している。
ⅳ　アンケート結果

学期末のアンケートは、各項目 1 ～ 5（5 点が最
も良い）点で答える設問と、記述でコメントする設
問で行った。その結果、全ての学生が「日本文化事
情の授業が有益だった」を 5 点とした。また、ほと
んどの学生がどの学習項目にも 5 点をつけていた
が、以下の 3 項目のみ点数が伸びなかった。
・地震のときどうする？・・・・・ 4.66 点
・自転車のマナー　　　・・・・・ 4.1 点
・町を歩こう !  何が見える？・・・ 4.5 点
アンケート回答全体を見ると、コメント部分につ
いては母語での記入も可としたにもかかわらず、多
くの学生のコメントが「おもしろかった、楽しかっ
た」という単なる感想に終始するか、個々の実情に
ついて、その背景にある価値観を日本人の勤勉さや
集団性に集約するといったステレオタイプ的な解釈
が多く、日本文化についての深い考察はほとんど見
られなかった。筆者らの授業目標に照らしてみれば、
全く期待はずれの結果となっている。そこで、どの
ような点が問題であったのか、今後の改善点を探る
べく、結果の分析とともに学生へのインタビューを
行った。
Ⅴ　結果の分析と考察
まず調査で点の伸びなかった 3 項目の分析である
が、「地震のときどうする ?」については NHKの『学
ぼう BOSAI』を見せたあと、クラスで話し合ったが、
自国のことではないので、実感しにくいようで、あ
まり活発に話し合えなかったことが挙げられる。防
災センターなどで激しい揺れを体験させるなどすれ
ば、真剣に話し合えたのではないかと思う。さらに、
身近な問題として、東日本大震災時には、地震後に
ライフラインが止まったり、食料が不足したりして
困った学生がいたことなどの情報提供が不足してい
たことが反省される。「自転車のマナー」について
は、ほとんどの学生が大学近くの学生寮に入寮して
おり、自転車を利用しないため満足度が低かったと
考えられるが、スマホを見ながら歩いて事故に遭う
ことも考えられる。個々の学生の事情に即した指導
が必要であった。国内の初級レベルでの日本文化・
事情の授業目的は、まず、「生活に慣れる」ことを

第一義とすべきであろう。
防災時や事故時など、振る舞い方が生死に関わる

項目については、教師がとるべき行動についてしっ
かり理解させ、さらにシミュレーションを行わなけ
ればならない。一方、「町を歩こう。何が見える ?」
については、学生自身が計画し、町を歩き、写真撮
影を行い、気づきを発表した。筆者自身は、なかな
か良い企画だったと感じていたので、他項目より低
い評価が意外であった。評価について何名かにたず
ねてみると、他の発表を見て自分の気づきがあまり
よくなかったからという回答を得た。つまり、その
学生は自と他が比較でき、他の良さが認められ、さ
らに自分自身を振り返ることができたわけである。
これこそ今後につながる姿勢であって、筆者らが授
業で目指したものである。

調査の方法についても初級の学生にはコメント
の記述は負担が大きかったようだ。今後はインタ
ビュー形式など考えたい。

⑵　海外における文化・事情教育の事例
ⅰ　大学の概況

中国の大学日本語教育では、高度人材の育成を目
指し、グローバル人材の育成という視点から、新し
い教育指針に基づく実践が望まれている。そこでは、
両言語と文化にかかわる受容・理解能力、発信力、
コミュニケーション力、対人関係力、異文化調整能
力を学生に主体的に身に付けさせることが目的とさ
れている（修 2016）。

本報告の対象である華東師範大学は、中国で最初
に指定された重点大学 16 校の一つであり、上海市
に 2つのキャンパスを構える国立の総合大学であ
る。本大学は 19の学院を有し、日本語学科はその
中の 1つである外国語学院 4に属する。日本語専攻
には学生が約 180 名在籍し、2 年生後期から 3 年生
前期までの約 1 年間、日本の提携大学への留学制度
がある。2 年生は、その半数弱の学生が日本留学を
経験する。

周知の通り中国の大学に入学するためには、毎年
6 月に実施される「全国大学統一入学試験」を受験
しなければならない。原則として大学別や専攻ごと
の試験は行われず、統一入学試験の得点のみで学科
に振り分けられていくシステムである。そのため、
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受験生が第一志望の学科に合格するのは容易ではな
い。筆者が本大学の日本語専攻で行ったアンケート
によると、2015 年の新入生の場合は、その 68%が
日本語学科を第一志望としていなかった。この傾向
は年々顕著となっている。本大学に隣接する他大学
の日本語学科の場合は、2016 年 9 月入学 1 年生の
100%が日本語学科を第一志望としていなかったと
いう。

以上のような背景のもと、学力は高く勉強熱心だ
が日本語学習へのモチベーションは高くない日本語
専攻の学生に対しては、学習の動機付けと学習意欲
を高める工夫が喫緊の課題となっている。厳しい受
験競争から解放されたものの、日本語に興味や関心
が持てず学習意欲も減退し、将来に明確な目標や希
望を見つけられずに悩む学生の姿も見受けられる。
ⅱ　実践の概要
⒜　実践の背景

中国での「日本事情」5 科目は、テキストを使う
ことが義務化されてはおらず、テキストを使用する
場合も授業で取り扱う分野は教員の判断による。ま
た、履修学年は、大学 1 年生から 3 年生のいずれか
の必修科目である。1 年生での履修の場合は、テキ
ストは中国語で書かれたものが使用され、担当教員
は中国人教師が母語で授業を行う。例えば、1 年生
での必修科目となっている上海市内の私立 T 大学
日本語学科の場合 6は、できるだけ早い時期に日本
に対する興味を引き出し、日本語学習へのモチベー
ションを上げるために、母語による授業が用意され
ているという。しかし、多くの大学では、日本語力
が中級後半レベルになる 3 年生で履修し、日本人教
師が日本語で書かれたテキストで授業を進めるのが
一般的である。

華東師範大学の場合は、2 年生後期に「日本事情」、
3 年生前期に「日本歴史」を受講する。守内は、2
年生後期の「日本事情」を担当した。使用テキストは、

『新日本概況』7と『新編日本国家概況』8を参考資料
として使用した。両テキストは、中国本土のみの販
売であるが、分野に偏りがなく様々なトピックを扱
い、練習問題も充実しているという点が評価に値す
る。しかし、内容において情報が古い部分やステレ
オタイプ的な記述部分がうかがえることから、日本
から持ち込んだ資料をもとに自作のパワーポイント

やプリントを作成しながら授業を進めた。
ⅲ　実践時期と実践対象

2017 年後期となる 2 月から 6 月における、週 1
回 1コマ 90 分の必修科目「日本事情」全 16 回 9 授
業を対象とした。学生は、日本語学科の 2 年生 34
名と、歴史学科の 2 年生 1 名を含む合計 35 名であっ
た。日本語専攻の学生 34 名は、基本的に大学入学
時（2015 年 9 月）に、「あいうえお」から日本語学
習をスタートしている。そして、学生の大多数は、
本実践の授業を受講する頃には、日本語能力試験
N2に合格しているレベルであった。
ⅳ　実践目的

本実践の受講者 35 名中 18 名は、2017 年 9 月よ
り約 1 年間日本の大学に留学することが決まってい
た。また、大学卒業後に日本の大学院への進学を希
望したり、就職先として日系企業を希望したりする
学生も少なからずいる。そこで、まず、知らないこ
とによって日本社会で不利益を被る可能性を回避で
きるようなサバイバル文化事情を身につけることを
目的とした。また、2つ目の目的としては、日本文
化を「素材」として捉え、自文化、多文化を見る視
点や枠組みを身につけることを設定した。
ⅴ　学習内容と進め方
まず、全 16 回の主な学習内容は、「日本について知っ
ていること」10「日本の地理 - 都道府県、地形と気候、
気候と生活、産業」「日本の政治」「日本の教育」「日
本の四季の暮らし」「日本の衣・食・住」「日本の伝
統芸能・伝統芸術」「日本の家庭・家族」「現代文化
とポップカルチャー」であった。その他に、2 回の
DVD11 視聴後、意見交換を行った。意見交換は対
話形式で実施した。視聴内容の確認を行う際には、

「なぜ日本人はそのように行動するのか」「中国の場
合はどうか」「中国と共通するところ、違うところ
は何か」など、問題意識につながるような疑問を提
示した。そして、ペアやグループの意見交換後には、
クラス全体で共有する時間を設けるようにした。

次に、全 16 回中 8 回、授業のはじめに「小テスト」
を実施した。小テストでは、前週の授業における知
識の定着を図る問題と、日本人の考え方を背景とし
た行動様式やマナー、日本人と付き合う上での常識
問題を盛り込むように配慮した。
また、授業を進める上では、教師の一方的な説明
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に終始しないようグループワークを取り入れたり、
教師から質問を投げかけたりして学生のアウトプッ
トを促すように注意した。
さらに、第 13 回から 15 回の授業では、学生が 2、

3 名でプレゼンテーションを行った。発表は全て日
本語で進め、制限時間は質疑応答を入れて各 20 分
程度とした。「日本に関して興味や関心があること」
からテーマを自由に決め、発表には学生が作成した
パワーポイントを用いた。この発表では、自己の振
り返りシートを記入すると同時に、他グループの発
表に対するコメントを書くというタスクも課した。

最後に、本大学の日本語学科では、総合日本語科
目にあたる精読の授業や作文、会話学習において日
本文化に関わる内容が扱われている。しかし、日本
で生活した経験を伴わない学生達には、具体的なイ
メージがつかみにくい。そこで、本実践となった日
本事情科目においては、他教科との関連付けを心掛
けながら、教師がさらに説明を加えることにより、
抽象的な日本文化や日本社会のイメージを具体的な
ものとして、学生一人一人が自らの力で掴みやすく
なるように注意を払いながら授業を進めた。
ⅵ　実践の結果と分析　　
まず、第 7 回の授業の中間テスト時に行ったアン
ケートでは、後半の授業で扱ってほしい内容を聞い
た。その結果、「日本文学や古典文学」「現代の日本
人の日常生活」「日本の旅行スポット」「日本の和食」

「日本の時事問題」を扱ってほしいという希望があっ
た。しかし、時間の制約や資料に限りがあり、これ
らの希望を後半の授業内容に十分に生かすことはで
きなかった。中には、「中国ではインターネットが
発達しているが、外部の情報を得ることが難しい。
私達の得難い情報を取り上げてほしい。」というも
のもあり、現地の大学で学ぶ学生の【中国事情】の
現実を目の当たりにした。

次に、第 13 回から 15 回の授業で行った学生によ
る発表テーマを分野別に整理してみると、現代日本
の社会現象や社会問題を取り上げたテーマが 7 例

（学級崩壊、日本の鉄道ファン、自殺問題、不倫問題、
多様な生き方を認める―同性愛、深夜食堂、無縁社
会）あり、全体の約 44%を占めた。他には、現代文化・
ポップカルチャーを取り上げたもの（アイドル文化
と対外影響、セーラー服、日本の化け物、東京ガー

ルズコレクション）や伝統芸能・伝統芸術をテーマ
としたもの（食品サンプル、俳句）、また少数では
あるが、文学（民間伝説、平安時代の女性の恰好か
ら見た美学）やスポーツ（日本のサッカー）に関す
る発表もあった。
これらの発表の中で着目すべきものは、「多様な

生き方を認める」であった。この発表をした学生は
テーマ選択の理由を、『授業で先生が紹介した日本
のニュースに関心を持ち、調べることにした』と述
べた。テキストから離れた「今の日本」をリアルタ
イムで提示するという、教師の果たすべき役割が見
えてくると言えるだろう。一方、教師のコントロー
ルが効かなかった発表が「無縁社会」であった。こ
のグループの発表者の 1 人は、用意した原稿を延々
と読み上げていたが、制限時間を知らせる呼び鈴を
無視し続けたため、クラスの学生から厳しい言葉を
浴びるという事態になった。発表テーマに対する着
眼点や問題意識は鋭く面白い内容であったが、それ
を聞き手にどのように見せるのかという、プレゼン
テーションスキルや能力を育てる必要性と、それを
どのように支援するのかという課題が残ったといえ
る。ある学生 Yは、期末アンケートでこの日の出
来事に触れ、『つまらない発表を聞き続けるのはつ
らい。発表の指導を 1 年生の時から受けたほうがい
い。』と述べており、他科目との横断的な授業の連
携がより必要であると痛感した。

続いて、学期末テスト時に行ったアンケートの回
収率は 100%であり、結果は次の通りであった。第
一に、授業の満足度に関しては、「とても満足」が
51.5%、「満足」が 48.5%、「普通」や「不満」は 0%
であった。また、授業の内容で良かったと思う項目
について集計した結果の順位は、複数選択可とした
ところ、1 位「教師の説明」、2 位「小テスト」、3 位「教
師の配布資料」、4 位「DVDの視聴」、5 位「発表」
であった。しかし、授業でよくなかったと思うこと
については、「教師の話すスピードが速すぎる」「内
容が多すぎてポイントが明確でない」「言葉が難し
い」「部分的にもっと詳しい説明がほしい」といっ
た記載もあり、授業を全て日本語で行うことの限界
と内容選択の難しさなど、さらなる改善点がいくつ
もあることが明らかになった。一方、小テストの評
価が高かったのは、学生達が知識の定着を望むと同
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時に、日本人と付き合う上でのマナーや習慣を問う
問題が好評だったのではないかと考えられる。
ここで、前述の期末アンケートにおいて、日本語

を勉強する上で日本文化の学習が必要かどうかとい
う質問に対しては、91.7%が「とても必要だと思う」
と回答した。そこで筆者は、学生の考える日本文化
学習の意味について、自由記述の内容を共通性や類
似性からグループ化し考察した。結果は表 1の通り、
大きく 4つのカテゴリーに分類できることがわかっ
た。1つ目は、「異文化自体に対する興味」である。
自国の文化と異なる文化に興味や関心があり、それ
に触れること自体が楽しいといった理由が挙げられ
たものである。2つ目は、「言語学習のための文化学
習」である。外国語を勉強する上で、言葉の背後に
ある文化を理解する重要性を理由として挙げたもの
である。3つ目は、「日本社会や日本人への理解」で
ある。言語学習の先にあるものを見据えた理由だと
いえる。日本語を勉強するからには、その言葉を使っ
ている社会や人々を理解する必要があるといった共
通の考え方に基づく理由であるといえる。4つ目は、

「他者との交流や世界観」である。これは、第 3の
文化ともつながるものであると考える。日本人や日
本人社会の規範を理解して合わせるというのではな
く、他国の文化学習を通して、新たな価値観が自分
の中に生まれたことによる視野の広がりを意味して
いる。すなわち、自国でも他国でもない第 3の文化
的枠組みを持つということではないだろうか。

日本語教育における「日本事情」の目的は、外国
の視点から日本の歴史・文化・社会を学びながら、
自分の問題意識・関心に基づき、情報を収集し、読
む・書く・聴く・話す・考える能力を育成すること
であるから、自己学習力を高め、リテラシーを高め、
日本語の言語学習への動機づけ・意欲開発になり、
日本語力を向上させることにも影響を与える（梶原
2003）と言われている。確かに、日本語力をつける
ためには効果的であるが、それ以上に大切なのは、
学生の中に多様な価値観やものの見方を育て、自分
なりの考え方や思考を深めるきっかけを作ることな
のではないかと筆者は考える。そのためにも、特に
高等教育機関における文化教育の担う役割は大きい
といえるだろう。そして、それこそがまさにグロー
バル人材育成につながるのである。

４．考　察

以上、JSL 環境の初級クラスと JFL 環境の中級
レベルにおける日本文化・事情授業の実践を述べた。

前者では、生活に慣れるためのサバイバル文化・
事情面の指導が重要であること、また、言語学習と
密接に関わっていることがわかった。さらに、初級
段階から多様な価値観に触れることも留学の重要な
意義であると考える。

一方、後者の中国の場合、多くの教師は、従来の
実利優先で教師主導による言語能力向上を目指す教
え込み型授業を学生が能動的になる授業に転換す
るのは、難しいのが現実である（穆 2015）という。
しかし、本実践を通して、筆者らは、高度人材とし
ての日本語学生達こそが、教師の意識変革や授業の
改善を望んでいると実感した。

表 1  日本事情と文化学習の意味

異文化自体
に対する
興味

・違う文化を勉強するのは楽しい
・文化を習わないとつまらない
・興味が持てる

言語学習の
ための文化
学習

・文化の中には面白い日本語がある
・日本語の理解を正しくするのに必要
・より日本の言葉を知ることができる
・日本語の勉強の動機付けになる
・日本語を勉強したければ文化の深い

理解をしなければならない
・文化を知らなければ上手にならない
・日本語の理解が容易になる
・文化と言語はつながりが強い

日本社会や
日本人への
理解

・日本人と交流するために役立つ
・日本社会を理解するために意味がある
・日本社会に溶け込むようにするため
・日本を理解したいから必要

他者との交
流や世界観
の変化

・異なる言語の人とうまく交流するには
正しい文法で話すことではない

・言語の後ろにある文化を学ばないと
言葉以外のものがわからない

・クラスでの交流の話題が豊かになる
・自分の考えが深くなる
・日本語を勉強する目的は日本語を覗い

て他の考え方を知ること
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だが、一方では、多元的で多様な価値観や世界観
を持つことが、自国で生きていくうえで本当に幸せ
なことなのかという新しい疑問も抱いている。とは
いえ、世界情勢が刻一刻と変化している現在、未来
の新しい社会を築く一翼を担う若者の教育に携わる
日本語教師のひとりとして、「知らないことによる
不幸」より「知ることによる不幸」を乗り越える知
恵と思考力を身に付けさせることが重要なのであ
り、そして、「日本事情」学習にこそ、そのヒント
が隠されているのではないかと考えている。

おわりに

日本文化・事情の指導を行うときは、常に日本と
学生の母国の文化という二つの文化あるいは複数の
文化について教師も学生も一方通行にならぬよう、
例えて言うなら交通整理を行うような気持ちで自分
の中でどのように理解できるか、そのルールを作る
ことが大切ではないだろうか。

今回は、国内、国外の事例とも母語話者教師によ
るものであった。目白大学大学院言語文化研究科講
義科目、海外日本語教育機関研究においては、グロー
バル人材育成を目指した日本語教育について、さま
ざまな観点から海外の教育現場における問題点と対
策について研究を行っている。ここでも例年取り上
げられる課題は、日本文化の可視的な部分はもちろ
んだが、それを支える価値観などの見えない部分を
非母語話者日本語教師がどのように指導するかとい
う点である。

今後の課題として非母語話者教師の授業展開を取
り上げていきたい。
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日本・国際交流研究所発行、2014 年改訂版

８　池建新、王越著、東南大学出版、普通高等教育
日語専業精品教材、2012 年出版

９　本来は全 18 週だが、祝祭日や記念日が重なり
全 16 回となった。ただし、13, 14, 15 回の授業は、
祝日の振替授業（90 分）を補う必要から、各 30
分始業を早め 120 分で実施。16 回目の授業は期
末テスト。

10　精読の授業で、日本の大学との共同制作による
『新界標日本語総合教程』を使用している。この
テキストは、文化コミュニケーション能力の育成
へと統合する素材改善を図ったものであり、学生
が日本のビジネスや生活文化を学ぶことができる
内容となっている。本大学では 1 年から 2 年時に
学習する。

11　問題意識を持つために疑問点を提示する目的か
ら「日本のスゴイところベスト 50、世界が驚い
たニッポン !」を、伝統芸能・伝統芸術を紹介す
る目的から「プレバト ! 俳句査定ランキング」「お
やじの背中―野村万作・萬斎」をそれぞれ抜粋し
て視聴した。
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